
①　活動の成果

この一年間を通じて、多くの勉強会や交流会に参加させて頂きました。NPO法人や市民団体、また異業種の方々と

意見交換や情報交換をさせて頂き、連帯性・創造性・自発性がある人々とのネットワークづくりができました。大変、

有意義な時間を共有できると共に、深く考えさせられる場面も多くありました。これらを元に地域の更なる向上と発展

のため、課題の再認識を致しました。

　・ 市民に対し、広く開かれた活動である。市民参加の協働できる活動であるということの認知度の向上。

　・ 地域の課題に対しての意見や情報の収集。連帯性・創造性・自発性のネットワークづくり。

　・ サポーターや協賛、また行政自治体との連携体制と認知度の強化。

　・ 収益事業の構築での組織力と持続性の強化。社会課題の解決力の強化。

当法人の今後の課題として、目標設定いたしました。

2013年度、主な活動のひとつと致しまして「三左衛門外堀川クリーン作戦」があげられます。この活動は、河川内にポイ

捨ゴミや不法投棄が多発し、地域住民からの苦情の声が上がり社会問題になっています。今の現状は、ペットボトルや

空缶を袋にまとめたゴミや、生活用品・粗ゴミ・廃材等が河川に投げ込まれ、ゴミ箱・ゴミ捨て場のように扱われています。

各地では、活発に清掃活動の取組みが行なわれていますが、河川内になれば容易に行なう事はできません。行政、自

治体からすれば、予算を投じてまでは困難な課題でしょうし、地域の個人では活動できる範囲ではありません。この課題

に対して、私共法人が市民参加の協働のもと、ボートを浮かべたボート隊と、長い竿の網などをもちいた地上隊に分か

れて、クリーン作戦を行っています。また河川は、季節などに応じて多様な顔があります。水面に浮藻の繁殖や両岸の

草木が生える為、草刈りや自然との調整も必要となります。皆様のご協力を頂き、地道な活動に取り組んでいます。

この活動の目的は、一人でも多くの方々に現状を知って頂き、その姿勢から不法投棄をしない「意識改革」へと繋げて

いきます。また、次世代を担う青少年やこどもたちに伝え、共に協働する地域を創り上げていき、「道徳心」・「互助精神」

の向上と、健全で安全な「モラルあふれるまちづくり」への発展を目指しています。

②　特定非営利活動に係る事業

①  外堀川クリーン作戦 　姫路市 5回 33 85 95,710 0

②  学術文化芸術スポーツ振興  多世代間文化交流会 　姫路市 1回 8 56 92,566 69,000

③  男女共同参画の形成の促進  家庭相談（駆け込みサロン） 　姫路市 1件 1 1 0 0

 子どもの健全育成  親子相談（駆け込みサロン） 　姫路市 ２件 2 2 0 0

 地域住民の生活サポート  地域相談（駆け込みサロン） 　姫路市 ２件 2 2 0 0
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④  地域安全とコミュニティ  救命講座、福祉等勉強会 　姫路市 3 16 0 0

⑤  経済の活性化とネットワークづくり  異業種交流会 　姫路市 8回 18 90 324,000 324,000

⑥  団体の運営活動に関する助言援助  NPO法人設立相談 　姫路市 10 28 0 0

1 外堀川クリーン作戦

・ 第１章 実施月日 ２５年 ３月 ２３日 （土） １０：００～１１：３０　　ゴミの量　大袋 約５０袋

施工場所 姫路市外堀川（三左衛門堀橋～庄田橋～城陽あげは橋）

参加人数 合計 １９名 （会員 ９名　市民 ８名　学生 １名　12歳未満 １名）　

　 水面に浮かぶ、不法投棄ゴミの回収を行いました。

　 一隻のボートでは間に合わない事や、３ｍ以上の網を使う為にコツがいる事など、予想以上に困難でした。

　 また、網がすぐに破ける、竿が折れるなどの課題もでてきました。清掃後は見ちがえるように綺麗になりました。

・ 第２章 実施月日 ２５年 ６月 ９日 （日） １０：００～１２：００　　ゴミの量　大袋 約５０袋

施工場所 姫路市外堀川（二ノ切橋付近　三左衛門堀橋付近）

参加人数 合計 ２８名 （会員 ７名　市民 １７名　学生 ２名　12歳未満 ２名）　

　 時期的にとても多くの浮草が繁殖し、ゴミが流れない状態での回収活動となりました。

　 季節や天候の状態により、河川の状態も色々な変化をもたらす為、実施方法や活動計画の多様性が必要だと痛感。

　 近隣の人や通りゆく人々にも、活動の姿勢や挨拶から、多少の啓発活動にもつながった事かと思います。

・ 第３章 実施月日 ２５年 ８月 ４日 （日） １０：１５～１１：４５　　ゴミの量　大袋 約１８袋

施工場所 姫路市外堀川（三左衛門堀橋付近～三条橋付近）

参加人数 合計 ２０名 （会員 ６名　市民 ９名　学生 ４名　12歳未満 １名）　

　 前回と同様、繁殖した浮草の影響で、ゴミが万遍なく広がった状態での回収活動となりました。

　 川の中央部分は、ゴミが多くあるのを事前に確認していたので、レジャーボートを２艘追加で用意していました。

　 計３艘のボートにて挑んだわけですが、レジャーボートでは安定もせず、ゴミの引上げの水も入り込み困難でした。

　 清掃区域は綺麗になりましたが、下流の野田川合流地点にかけて多くのゴミがあり、目に余るものがありました。

・ 第４章 実施月日 ２５年 １０月 ６日 （日） １０：１５～１１：４５　　ゴミの量　大袋 約３５袋

施工場所 姫路市外堀川（城陽大橋付近～三左衛門堀橋付近）

参加人数 合計 ４０名 （会員 ７名　市民 １５名　学生 １６名　12歳未満 ２名）　

　 この度、市の設置許可を頂き、川の手摺柵に、ポイ捨てをしない啓発、モラルの向上への

　 思いをかかげ、看板を12箇所取り付けました。また、新戦力として中古のFRP手漕ぎボートを購入しました。

　 大きな課題として、両岸の水面に多くに草木が茂っているので、どのような方法で清掃するのか。また、

　 川底に沈んだ廃棄物の回収方法など、皆で議論し考えていかなければなりません。

　 今回は気候も良く、多くの参加がありました。感謝と共に大きな力となりました。

・ 第５章 実施月日 ２５年 １２月 １日 （日） １０：１５～１２：００　ゴミの量　約軽トラック一台分

施工場所 姫路市外堀川（三左衛門堀橋～庄田橋～城陽あげは橋）

参加人数 合計 １１名 （会員 ４名　市民 ５名　学生 １名　12歳未満 １名）　

　 日頃の活動の成果もあり、川に浮かぶ不法投棄も目立たなくなってきました。

　 しかし現在もポイ捨ては行われており、「モラル（道徳心）あふれるまちづくり」として、告知や啓発が必要な現状です。

３件(８回)

２回１回



　 今回は、川底に沈んでいる不法投棄の回収に重点をおき、活動を行ないました。気づきにくいのですが、川底には

　 大量に粗大ごみ関連が存在しています。自転車１０数台やタイヤに建築資材、衣類に生活用品等がありました。

　 側底にヘドロが多く溜まっているのが確認できました。ヘドロの回収となると対処できかねますが、今後の課題とし

　 対策を考えていきたいと思います。寒い中でしたが、会員は胴長靴を履き、川の中へ入りました。

2 多世代間文化交流会

桜が散ってしまい寒い日の開催となりましたが、子どもからお年寄りまで地域の人達も集まって頂き、コミニティの場

となりました。国産牛バーベキュー・焼きそば・フランクフルト・豚ぺい焼き・サラダ・おにぎり・等々を堪能しました。

また、和太鼓公演・懐メロ弾き語り・心肺蘇生法・などにて、参加の方々は終始笑顔で楽しんでいただけました。

ただ当法人といたしましては、開催告知・集客・マーケティング等、課題が多く残り、改善すべき点が多く残りました。

3 駆け込みサロン

相談の内容といたしまして、20代の息子が、激務の会社にて退職、再就職の相談。高校生の息子が、おとなしく引き

こもり気味だとの相談。土地売買のトラブル問題（昔からの借地に自己家屋所有の為）。定年退職後の再就職の相談。

がありました。

4 地域安全とコミュニティ

地域の方々に、救命講座等の開催を行いました。告知不足により少数での開催となりましたが、参加の方々は熱心に

取り組んで頂き、興味津々でした。また当会員は、今後の開催に向け様々なセミナー、勉強会、講演に参加しました。

5 異業種交流会

職種を問わず、ネットワークづくりを行い様々な和を広げ、情報交換や協働を促進と共に経済の活性化につなげてい

ます。コミュティの中から、相互扶助・道徳心・次世代などについて幅広く話し合われます。

（収支について…飲食店で開催している為、参加費3000円を自己負担とし支払していますので±０となっています）

6 NPO法人設立相談

三団体からの相談がありました。ＮＰＯ法人としての責任や義務等、優良なＮＰＯ法人とは、ボランティアとの違いなど、

また市民によって育てられる、法人自らが築いていく、課題の解決力、活動や組織の持続性などのをお話しさせて頂き

ました。一団体は設立をし、一団体は市民団体のまま活動を続けることになりました。もう一団体会議を重ね、今現在

設立に向けて活動しています。


